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（百万円未満切捨て）

（１）連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

営業収益 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2024年３月期第１四半期 10,880 26.5 1,781 103.9 1,870 98.4 1,304 101.2

2023年３月期第１四半期 8,604 8.9 873 173.8 942 110.8 648 207.0

（注）包括利益 2024年３月期第１四半期 1,932百万円（165.5％） 2023年３月期第１四半期 727百万円（－％）

１株当たり
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり四半期純利益

円 銭 円 銭

2024年３月期第１四半期 58.71 －

2023年３月期第１四半期 29.18 －

総資産 純資産 自己資本比率

百万円 百万円 ％

2024年３月期第１四半期 107,608 51,242 47.6

2023年３月期 111,167 49,644 44.7

（参考）自己資本 2024年３月期第１四半期 51,242百万円 2023年３月期 49,644百万円

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2023年３月期 － 15.00 － 15.00 30.00

2024年３月期 －

2024年３月期（予想） 15.00 － 15.00 30.00

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無：無
　

営業収益 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

１株当たり

当期純利益

通期
百万円
38,923

％
0.0

百万円
3,613

％
3.5

百万円
3,656

％
△3.9

百万円
2,555

％
△4.1

円 銭

115.00

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無： 有

１．2024年３月期第１四半期の連結業績（2023年４月１日～2023年６月30日）

（２）連結財政状態

２．配当の状況

３．2024年３月期の連結業績予想（2023年４月１日～2024年３月31日）
（％表示は、対前期増減率）



（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）： 無

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用： 無

①  会計基準等の改正に伴う会計方針の変更        ： 無

②  ①以外の会計方針の変更                      ： 無

③  会計上の見積りの変更                        ： 有

④  修正再表示                                  ： 無

①  期末発行済株式数（自己株式を含む） 2024年３月期１Ｑ 22,330,598株 2023年３月期 22,330,598株

②  期末自己株式数 2024年３月期１Ｑ 112,262株 2023年３月期 112,072株

③  期中平均株式数（四半期累計） 2024年３月期１Ｑ 22,218,441株 2023年３月期１Ｑ 22,219,211株

※  注記事項

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

（注）詳細は、添付資料８ページ「２．（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項（会計上の見積りの変更）」
をご覧下さい。

（４）発行済株式数（普通株式）

（注）期末自己株式数には、役員向け株式交付信託が保有する当社株式が以下のとおり含まれております。

　　　2024年３月期１Ｑ：31,500株　　2023年３月期：31,500株

※  四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です。

※  業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

　本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると

判断する一定の前提に基づいており、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。

　なお、上記の業績予想に関する事項につきましては、添付資料３ページ「１.（３）連結業績予想などの将来予測

情報に関する説明」をご覧ください。



１．当四半期決算に関する定性的情報 ………………………………………………………………… 2

（１）経営成績に関する説明 ………………………………………………………………………… 2

（２）財政状態に関する説明 ………………………………………………………………………… 3

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明 …………………………………………… 3

２．四半期連結財務諸表及び主な注記 ………………………………………………………………… 4

（１）四半期連結貸借対照表 ………………………………………………………………………… 4

（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書 …………………………………… 6

四半期連結損益計算書 ………………………………………………………………………… 6

四半期連結包括利益計算書 …………………………………………………………………… 7

（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項 ……………………………………………………… 8

（継続企業の前提に関する注記） ……………………………………………………………… 8

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記） ……………………………………… 8

（会計上の見積りの変更） ……………………………………………………………………… 8

（セグメント情報） ……………………………………………………………………………… 9

○添付資料の目次

- 1 -

山陽電気鉄道㈱（9052）2024年３月期　第１四半期決算短信



１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

　当第１四半期連結累計期間の経営成績は、新型コロナウイルス感染症の５類移行に伴い、社会

経済活動の正常化が進む中で、運輸業における鉄道事業等での運輸収入の増加や、不動産業にお

ける分譲収入の増加などにより、営業収益は10,880百万円と前同四半期連結累計期間に比べ2,276

百万円（26.5％）の増収となり、営業利益は1,781百万円と前同四半期連結累計期間に比べ907百

万円（103.9％）の増益、経常利益は1,870百万円と前同四半期連結累計期間に比べ927百万円

（98.4％）の増益となり、親会社株主に帰属する四半期純利益は1,304百万円と前同四半期連結累

計期間に比べて656百万円（101.2％）の増益となりました。

　事業の種類別セグメントごとの経営成績を示すと、次のとおりとなります。

①運輸業

　鉄道事業において、新型コロナウイルス感染症の５類移行に伴い、出控えの影響が前期より縮

小したことや、鉄道駅バリアフリー料金制度を導入したほか、バス事業においても、神戸市バス

の一部路線の運行受託拡大が寄与したこと等により、外部顧客に対する営業収益は4,742百万円と

前同四半期連結累計期間に比べ271百万円（6.1％）の増収となり、営業利益は431百万円と前同四

半期連結累計期間に比べ265百万円（160.2％）の増益となりました。

②流通業

　山陽百貨店において、本年４月28日に姫路初出店テナントや有名アパレルブランド等を導入し

た南館をオープンしたことや、外出機会が増えたことで婦人雑貨等の売上が好調に推移したほ

か、コンビニエンスストア業において、近隣同業他社の閉店等で各店舗が増収となったこと等に

より、外部顧客に対する営業収益は2,221百万円と前同四半期連結累計期間に比べ82百万円

（3.9％）の増収となりましたが、減価償却費等の費用の増加により、営業利益は98百万円と前同

四半期連結累計期間に比べ９百万円（9.2%）の減益となりました。

③不動産業

　分譲事業において、明石市の西新町駅前での「リアラス明石西新町」等の引渡しによりマンシ

ョンの分譲収入が前期よりも増加したこと等により、外部顧客に対する営業収益は3,046百万円と

前同四半期連結累計期間に比べ1,916百万円（169.7％）の増収となり、営業利益は1,132百万円と

前同四半期連結累計期間に比べ650百万円（135.0％）の増益となりました。

④レジャー・サービス業

　飲食業において、前期にはケンタッキー・フライド・チキンの一部店舗の改装工事により店舗

休業があったことや、イートインのお客さまも回復傾向にあったこと等により、外部顧客に対す

る営業収益は534百万円と前同四半期連結累計期間に比べ60百万円（12.8％）の増収となり、営業

利益は49百万円と前同四半期連結累計期間に比べ20百万円（69.1％）の増益となりました。

⑤その他の事業

　各種工事業において、工事受注の規模の差により、外部顧客に対する営業収益は335百万円と前

同四半期連結累計期間に比べ55百万円（14.1％）の減収となり、営業利益は38百万円と前同四半

期連結累計期間に比べ18百万円（32.4％）の減益となりました。
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前回発表予想 今回修正予想 増減額 増減率

営業収益
百万円

38,487

百万円

38,923

百万円

436

％

1.1

営業利益 2,926 3,613 686 23.5

経常利益 2,937 3,656 718 24.5

親会社株主に帰属する

当期純利益
2,049 2,555 505 24.6

（２）財政状態に関する説明

　当第１四半期連結会計期間末の総資産は、前期末に比べて3,558百万円減少し、107,608百万円

となりました。また、純資産は前期末に比べて1,598百万円増加し、51,242百万円となり、自己資

本比率は47.6％となりました。増減の主な内訳は、資産の部では現金及び預金が2,696百万円、分

譲土地建物が1,363百万円、それぞれ減少しております。負債の部では短期借入金が2,409百万

円、長期借入金が1,258百万円、それぞれ減少しております。純資産の部では、利益剰余金が970

百万円増加し、その他有価証券評価差額金が649百万円増加しております。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

　2024年３月期の連結業績予想につきましては、第１四半期までの業績及び今後の見通しを勘案

し、2023年５月12日に公表いたしました業績予想を変更しております。

　主な変更点としては、運輸業を中心に収入の増加を見込むほか、鉄道事業の動力費など費用の

減少も見込んでおります。

　なお、業績予想につきましては、現在において入手可能な情報に基づき作成したものであり、

実際の業績は、今後様々な要因によって予想数値と異なる場合があります。

2024年３月期の通期連結業績予想
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（単位：百万円）

前連結会計年度
(2023年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(2023年６月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 8,369 5,673

受取手形、売掛金及び契約資産 3,367 2,485

商品及び製品 985 1,023

分譲土地建物 6,111 4,748

その他 1,784 1,301

貸倒引当金 △14 △15

流動資産合計 20,604 15,217

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 38,664 39,034

機械装置及び運搬具（純額） 10,162 10,363

土地 29,291 29,291

建設仮勘定 636 982

その他（純額） 605 627

有形固定資産合計 79,361 80,299

無形固定資産 646 633

投資その他の資産

投資有価証券 6,543 7,475

長期貸付金 53 54

退職給付に係る資産 2,760 2,774

繰延税金資産 159 134

その他 1,053 1,034

貸倒引当金 △15 △14

投資その他の資産合計 10,554 11,458

固定資産合計 90,562 92,391

資産合計 111,167 107,608

２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表
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（単位：百万円）

前連結会計年度
(2023年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(2023年６月30日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 4,752 3,751

短期借入金 7,702 5,293

未払法人税等 563 590

賞与引当金 548 898

役員賞与引当金 25 -

その他 9,108 8,142

流動負債合計 22,701 18,676

固定負債

社債 6,000 6,000

長期借入金 26,069 24,810

繰延税金負債 2,053 2,277

退職給付に係る負債 1,536 1,524

長期前受工事負担金 42 42

受入敷金保証金 2,855 2,758

その他 263 276

固定負債合計 38,820 37,689

負債合計 61,522 56,365

純資産の部

株主資本

資本金 10,090 10,090

資本剰余金 7,057 7,057

利益剰余金 29,812 30,782

自己株式 △198 △199

株主資本合計 46,761 47,731

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 2,169 2,818

退職給付に係る調整累計額 713 692

その他の包括利益累計額合計 2,883 3,511

純資産合計 49,644 51,242

負債純資産合計 111,167 107,608
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（単位：百万円）

前第１四半期連結累計期間
(自　2022年４月１日
　至　2022年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　2023年４月１日

　至　2023年６月30日)

営業収益 8,604 10,880

営業費

運輸業等営業費及び売上原価 6,549 7,831

販売費及び一般管理費 1,181 1,268

営業費合計 7,731 9,099

営業利益 873 1,781

営業外収益

受取利息 0 0

受取配当金 93 104

持分法による投資利益 0 0

雇用調整助成金 13 －

雑収入 43 62

営業外収益合計 151 167

営業外費用

支払利息 62 63

雑支出 19 14

営業外費用合計 82 78

経常利益 942 1,870

特別損失

固定資産除却損 10 3

特別損失合計 10 3

税金等調整前四半期純利益 931 1,866

法人税、住民税及び事業税 293 583

法人税等調整額 △9 △21

法人税等合計 283 562

四半期純利益 648 1,304

親会社株主に帰属する四半期純利益 648 1,304

（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第１四半期連結累計期間）
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（単位：百万円）

前第１四半期連結累計期間
(自　2022年４月１日
　至　2022年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　2023年４月１日

　至　2023年６月30日)

四半期純利益 648 1,304

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 96 649

退職給付に係る調整額 △16 △21

その他の包括利益合計 79 628

四半期包括利益 727 1,932

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 727 1,932

非支配株主に係る四半期包括利益 － －

（四半期連結包括利益計算書）

（第１四半期連結累計期間）
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

　該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

　該当事項はありません。

（会計上の見積りの変更）

（有形固定資産の耐用年数の変更）

　コロナ禍を経た社会変化や人々の行動変容は当社グループの事業展開に大きく影響しておりま

す。こうしたなか、当社グループが持続的に企業価値の向上を図るため、長期ビジョンとなる

「10年後のあるべき姿」を新設し、あるべき姿に向かう基盤づくりの位置づけとした中期経営計

画を策定いたしました。これを契機として、有形固定資産の使用実態を再検討しました。その結

果、当第１四半期連結会計期間の期首から電車車両等について法定耐用年数からより実態に即し

た経済的使用可能予測期間に基づく耐用年数に見直し、将来にわたって変更しております。

　これにより、従来の方法と比べて、当第１四半期連結累計期間の減価償却費は151百万円減少

し、営業利益、経常利益及び税金等調整前四半期純利益はそれぞれ同額増加しております。

　  　 なお、セグメントに与える影響については、セグメント情報に記載しております。
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（単位：百万円）

報告セグメント

調整額
（注１）

四半期連結

損益計算書

計上額

（注２）
運輸業 流通業 不動産業

レジャー・

サービス業

その他の
事業

計

営業収益

(1）外部顧客に対する営業収益 4,471 2,139 1,129 473 390 8,604 － 8,604

(2）セグメント間の内部営業

収益又は振替高
88 14 71 8 485 668 △668 －

計 4,559 2,153 1,200 482 876 9,273 △668 8,604

セグメント利益 165 108 481 29 57 842 31 873

（単位：百万円）

報告セグメント

調整額
（注１）

四半期連結

損益計算書

計上額

（注２）
運輸業 流通業 不動産業

レジャー・

サービス業

その他の
事業

計

営業収益

(1）外部顧客に対する営業収益 4,742 2,221 3,046 534 335 10,880 － 10,880

(2）セグメント間の内部営業

収益又は振替高
92 14 121 17 487 732 △732 －

計 4,835 2,235 3,167 552 822 11,613 △732 10,880

セグメント利益 431 98 1,132 49 38 1,750 30 1,781

（セグメント情報）

Ⅰ　前第１四半期連結累計期間（2022年４月１日～2022年６月30日）

　１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

　　　（注）１．セグメント利益の調整額は、セグメント間取引消去31百万円であります。

　　　　　　２．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

Ⅱ　当第１四半期連結累計期間（2023年４月１日～2023年６月30日）

　１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

　　　（注）１．セグメント利益の調整額は、セグメント間取引消去30百万円であります。

　　　　　　２．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

　　　　　 ２．報告セグメントの変更等に関する事項

　　　　　 　（会計上の見積りの変更）に記載のとおり、当第１四半期連結会計期間の期首から電車車両等について法

定耐用年数からより実態に即した経済的使用可能予測期間に基づく耐用年数に見直し、将来にわたって変更

しております。

　　　　　 　この変更により、従来の方法に比べて、当第１四半期連結累計期間の運輸業のセグメント利益は151百万

円増加しております。
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